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    令和８年２月定例会予算決算審査特別委員会（３月19日） 

 

開会（１１：１２） 

○池谷和正委員長 それでは、ただいまから予算決算審査特別委員会を開会いたします。 

 当委員会に付託されました案件は、議第31号「令和７年度焼津市一般会計補正予算

（第11号）案」及び議第33号「令和８年度焼津市一般会計補正予算（第１号）案」の２

件であります。２議案は関連がありますので、一括して審査を行います。 

 質疑、意見のある委員は御発言をお願いします。 

○岡田光正委員 １点お聞きしたいと思います。 

 今回の４億5,480万3,000円の国の補正ですが、これに伴いまして、新焼津体育館の建

設事業費をなぜ令和７年度にやることにしたのか。実際に令和８年度予算の下で今、や

っているわけです。令和７年度から当然、工事は始まっているわけですけども、令和８

年度でいいものを令和７年度へ予算として持ってきたのか、決算のときに同じことにな

ってくるものですから、その辺の理由を教えていただきたいです。 

○山下浩一財政課長 令和７年度の補正に新焼津体育館の事業を前倒してきたというとこ

ろの理由でございますが、当初、令和８年度の地域未来交付金の事業として、国の予算

を基に予算計上しておりましたが、国の予算の可決の時期が不透明なところが当初ござ

いました。 

 その中で２月中旬ぐらいに国から確認のメールが来ておりまして、令和７年度で、こ

の地域未来交付金を使っている継続の事業については、基本的には令和７年度の地域未

来交付金、いわゆる補正予算で、国のほうがつけた地域未来交付金に継続事業としては

前倒しで交付決定をしていきますということが言われております。 

 これを実際にやらないと、令和８年度の予算の国の可決が、例えば仮に遅れてきた場

合には、その間、国の事業を使っているものを一旦止めなくてはならないということが

ございますので、市民サービスにも非常に影響するという中で、継続事業については、

基本的には令和７年度の補正予算に回して、繰越しをして実施をするという形になって

おります。 

○岡田光正委員 決算上の話でいくと、４億5,480万3,000円だけ補正すればいいというこ

とではなくて、全額、その計画のとおりに今年度予算にということですか。 

○山下浩一財政課長 歳入が２分の１になっておりますので、歳出に該当する事業につい

ては、今回４つの事業は前倒しをして行うという形で考えております。 

○鈴木浩己委員 10ページの防災機器費についてお尋ねをいたします。 

 御説明ですと自動ラップ式トイレ、トイレカー、あとパーティション等の避難所の生

活環境を改善するための経費ということで伺っておりますけれども、8,000万円の各備

品ですとか事務費等があるかと思いますが、どういうものに幾らぐらい費やすのか、内

訳をお教えいただきたいと思います。 

○山下 晃地域防災課長 8,000万円の内訳でございますが、まずトイレカーということ

で、軽自動車のタイプを現在想定しております。これが約1,160万円ほど見ております。 

 それから、今年度も整備を進めさせていただいております自動ラップ式トイレ、個数

については44個ということで、これもほぼ同額の1,150万円ほどでございます。 
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 あと、ラップ式トイレと併せて使うトイレのハウスが、コンパクトなものと車椅子で

もお使いいただけるようなやや幅の広いもの、両方合わせまして、57個で約720万円ほ

どでございます。 

 テント式のパーティションという言い方をしておりますが、実際には、体育館の中を

避難世帯ごとに小分けする、世帯で入っていただくようなテントをイメージしていただ

ければと思いますが、これを1,000個、費用が約2,500万円でございます。 

 今、御説明差し上げたテントの中に空気のマットレスが２つ余裕を持って入るんです

けれども、１テント当たり２個を想定しておりますので、2,000個調達を考えておりま

して、これが2,200万円。 

 あとは体育館等での想定をしておりますが、スポットクーラーという移動式のエアコ

ンです。小・中学校につきましては本市は空調が整ったことで、他市町に比べまして非

常に環境が整ってきているものですから、冷風機につきましては大井川体育館とか大島

体育館を想定しております。これが８台を検討しておりまして、約260万円ほどという

ことで、合計で約8,000万円を見通しております。 

○鈴木浩己委員 配備される大体の時期をお教えください。 

○山下 晃地域防災課長 時期ですけれども、備品が数多くなっておりまして、早いもの

であれば、夏過ぎから秋にかけて入ってくるかと思います。 

 ただ、トイレカー等は車の改造であるとか時間を要するものもございますので、年度

末にかけて遅れてくるものもあろうかと思いますが、速やかに発注をして、早く整備が

できるように努めてまいりたいと思っております。 

○鈴木浩己委員 トイレカーにつきましては、川島副議長が過去、一般質問で要望してお

りましたけれども、当時は運転手の確保がなかなか難しいというようなことで、延期み

たいな形ではあったんですけれども、軽自動車でしたら普通免許で大丈夫ですから、防

災部のどなたかが運転してどこかへという感じで考えていらっしゃいますか。 

○山下 晃地域防災課長 各自治体でもトイレカーの整備が進んできております。それに

ついては、こちらも研究をさせていただいております。 

 トイレトレーラーは、近隣ですと富士市さんが持っておられますが、これを移動する

ためには牽引の免許が必要になってまいります。過去の議会で、その関係でやり取りを

させていただいたと記憶しております。 

 あと、このトイレカーにつきましては、委員から言っていただいたとおり普通免許の

対応ができるということで、直近では県で２台整備したり、吉田町さんが持っていらっ

しゃったりということで、今、整備が進められております。 

 軽自動車ということで、軽トラックを改造した形を想定しておりますが、一度にお二

人の方が座れるような形で、災害派遣とかも想定されますので寒冷地仕様のもので、走

破力の高いものを考えております。 

○藤岡雅哉委員 念のために確認なんですが、トイレカー等々は令和８年度の予算には組

み込まれていなかったはずです。前倒しをしたわけではなくて、これは国の方針に従っ

て補正予算が組まれたので、もともとこの時期、来年度か今年度に来るという予測をさ

れていて、今回、この補正になったということでよろしいんでしょうか。 

○山下 晃地域防災課長 御指摘のとおりでございまして、補正の今回の交付金の情報を
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いただく中で検討していたものでございます。内示を待っていたという状況でございま

す。 

○藤岡雅哉委員 よく理解できました。国の方針もスフィア基準を踏まえたと説明にもあ

りましたけれども、特に今、御説明のありましたテント式のパーティション1,000個、

それからエアマットレス2,000個というのは、非常に数が多いのでよかったと思うんで

すけれども、これで焼津市内は、スフィア基準を踏まえた避難所開設ができると考えて

よろしいんですか、それともまだ不足はしておりますでしょうか。 

○山下 晃地域防災課長 スフィア基準ですが、様々な項目に至っておりまして、代表的

なものでいきますとトイレでございます。 

 トイレに関しましては、発災直後と、少し落ち着いて１週間から１か月後ぐらいとい

うことを想定しておりますが、発生初期のものは、想定の数と我々が持っている数につ

いては、十分充足をしているという状態です。 

 やや落ち着いて１週間から１か月後ぐらいにつきましては、見込んでいるよりもかす

かに足りないんですけれども、これは引き続き、協定先からの確保とかプッシュ型の支

援を活用して充足していきたいと考えております。 

○藤岡雅哉委員 今、トイレのお話がありましたが、ベッドの数はいかがですか。 

○山下 晃地域防災課長 ベッドの数ですが、焼津市内の避難所となる施設につきまして、

全体から想定しますと、今回のパーティションとベッドについては、約半分になってご

ざいます。 

 ただ、残り半分は何もないということではなくて、市のほうで段ボールの間仕切りと

か、そうしたものはもともと持っておりますので、それを残り半分のほうに充てていく

ということで、数に対しては完全に充足まではいかないんですが、残り僅かという形で

解釈しております。 

○藤岡雅哉委員 おおむね理解しました。完全に対応できるように、スフィア基準は、あ

とはスペースの問題が出てくるかと思いますので、いろんなところを研究して、よりよ

い環境の避難所開設に努めていただきたいと思います。 

○深田ゆり子委員 10ページの推しまち焼津推進事業費が4,500万円の委託ということで

すが、委託先はもう決まっておりますでしょうか。 

 あと、内容については、関係人口の拡大を図るためプロモーションやファンクラブの

運営ということですけれども、金額的に4,500万円もかかるものなのか、どういうこと

をやろうとしているのかお聞きしたいと思います。 

○藤本多加志政策企画課長 推しまち焼津推進事業の委託先については、今はまだ発注方

法を含めて検討中でございます。 

 それから、4,500万円の事業費となっているんですけど、内訳としましては、データ

の分析が114万4,000円、地域ブランドの認知拡大に資する経費が442万8,000円、地域産

品の開発支援に要する経費が1,874万9,000円、ファンクラブ制度の運営に要する経費が

1,391万4,000円、移住イベントの開催に要する経費が300万円、それから自立・自走に

向けた体制強化ということで379万5,000円を今予定しておりまして、合計が4,500万円

となっております。 

○深田ゆり子委員 この中で、特にファンクラブの運営に1,391万円もかけるというとこ
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ろは、どういう内容でこの金額を使うのか、どういう計画をされていますか。 

○藤本多加志政策企画課長 ファンクラブの運営経費なんですけど、今こちらで考えてお

りますのが、ウェブページの制作費とか広告宣伝費、それからファン向けのイベントと

か行う中で、参加される方にお配りするインセンティブ的な経費も含まれております。 

○深田ゆり子委員 そうしますと、市内の方よりも市外の人を対象に、都市部とか、そう

いう方を対象に焼津市に呼んで、イベントの開催を準備していくということも含まれる

ということですね。 

 その下のスマートシティ推進事業費の委託料が4,286万7,000円ですけれども、内容は

デジタルを活用した健康づくり事業と、デジタルに不慣れな方を対象とした相談窓口の

運営ということなんですけれども、２つの事業はそれぞれ幾らぐらいで委託料を考えて

いるのか、そして委託先というのはどういうふうに考えているのでしょうか。 

○河守邦人ＤＸ推進課長 内訳でございますが、まず、地域で取り組む健幸・デジタル生

活推進事業が3,931万4,000円、そして焼津市デジタル相談窓口運営業務の委託が355万

3,000円を予定しております。 

 こちらの事業の委託先でございますが、まず健幸デジタルにつきましては、昨年度か

らの事業でございますが、株式会社Ｗｅｌｌｍｉｒａでございます。 

 もう一つの相談窓口でございますが、こちらは株式会社ＳＴＣでございます。いずれ

も３か年事業の令和８年度が２年目となる事業でございます。 

○深田ゆり子委員 デジタルを活用した健康事業に3,931万円もかかるんですね。これは

２年目ということで、ちょっと金額が大きいと思うんですけれども、この理由は何かあ

るんですか。 

○河守邦人ＤＸ推進課長 この事業の内容でございますが、まず代表的なところで、健康

アプリを使った市民の健康増進となります。この健康アプリの利用促進の経費が１つと、

このアプリを活用しまして市民の健康管理ということで、例えば妊産婦のサポートや生

活習慣病予防のサポートを、直接、個人に対して行うというような事業も行っておりま

す。 

 また、このアプリを皆さんに活用していただくための説明会なども健康イベントなど

で開催しているものでございます。このような経費を見ております。 

○深田ゆり子委員 令和８年度の新年度予算のときにもいろいろ御説明いただいた内容だ

ということですけれども、もう一つ、株式会社ＳＴＣのデジタルの相談窓口を運営して

いくということは、場所は公民館なんでしょうか。どういうふうに運営して、すぐそこ

に行って対応してもらえるのでしょうか。 

○河守邦人ＤＸ推進課長 こちらのデジタル相談窓口でございますが、今年度から実施し

ておりまして、市内の９か所の地域交流センターで月２回程度、開催しております。 

 こちらのほうは予約なしでも訪れていただければ、スマホの操作等の相談を受け付け

ているものでございます。日程等は広報等でお知らせさせていただいておりまして、多

くの方が相談に見えられております。 

○深田ゆり子委員 概要のところに相談窓口の運営と書いてございますので、そういう相

談窓口を地域交流センターに設置することを検討しているのかなと思ったのですが、そ

ういうことは考えていないということですか。あくまでも月２回の、そういうところで
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対応するということでしょうか。 

○河守邦人ＤＸ推進課長 今回の事業につきましては、月２回の指導員によりますスマホ

の操作となりますが、この指導員の操作に伴いまして、各地域交流センターにおります

スマホ相談員の方も一緒に対応していただいております。 

 そういった方にも相談スキルというのを身につけていただいて、今後、例えば地域交

流センター等でスマホ相談なんかも受け付けていただけるような仕組みができればとは

考えておりますけども、今回の事業につきましては月２回の委託となっております。 

○池谷和正委員長 ほかにないようですので、質疑、意見を打ち切ります。 

 当局の皆様、御苦労さまでした。 

 次に、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

○池谷和正委員長 討論を打ち切ります。 

 これより順次採決をいたします。 

 初めに、議第31号をお諮りします。 

 議第31号は、これを原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。 

     （賛 成 者 挙 手） 

○池谷和正委員長 挙手総員であります。よって、議第31号は、これを原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

 次に、議第33号をお諮りします。 

 議第33号は、これを原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。 

     （賛 成 者 挙 手） 

○池谷和正委員長 挙手総員であります。よって、議第33号は、これを原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

 以上で、予算決算審査特別委員会を閉会いたします。皆様、大変御苦労さまでした。 

閉会（１１：３６） 

 


